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黒潮寮に入寮を希望されている保護者の皆様へ 

 

本校には、遠隔地より本校入学の子供達の就学のお手伝いをするために学生寮（黒潮寮）がありま

す。しかし、その収容人数には限りがあり、希望者全員が入寮できる状況ではありません。 

近年、寮内の秩序が向上し、入寮希望生徒も増加傾向にあることから、入寮の可否については寮の

定員に応じ、優先順位（参照１）や中学時の勤怠・生活態度の状況をもとに総合的に選考し決定いた

します。 

 選考結果の連絡は令和７年３月２６日（水）までに電話連絡いたしますので、選考からもれた方は

各自の責任でアパート等を探していただくことになります。申し込めば必ず入寮できるというわけで

はありません。あらかじめご理解とご準備の上お申し込みください。 

 入寮の申し込みを考えられておられるご家庭は下記のことをご承諾の上お申し込みください。 

  

１．寮生活は団体生活です。家庭とは異なる寮の規則・ルールがあります。これらの規則は必ず守ら

なければなりません。規則を守れない場合は退寮になります。 

 

２．寮費の滞納、寮生活および学校生活においての問題行動を行いますと退寮になります。（参照２）

なお、退寮の決定については他の寮生への影響等も考慮し、総合的に審議した上で行います。 

  例年、入寮希望者が多数いるため、一度退寮になると再入寮はできません。 

 

３． 本校学寮は寮生の支払いいただいた寮費と県費で運営されています。一人でも滞納がありますと、 

他の生徒の生活にも直接不利益が生じます。毎月１０日までに必ず納付書にて指定口座へ納入し

て下さい。直接寮での支払いはできません。 

 

４．本校学寮は改築から２０年が経過し、施設・設備の老朽化により修繕や買い換え等が必要な時期

にさしかかっています。 

   ①本校学寮は県の施設であることから施設・設備の修繕や買い換えについては県費で対応する

ことになります。そのような事情から修繕や買い換えに時間を要する場合が多々あります。

よって寮生の生活に長期間不便をきたす場合がありますのであらかじめご了承ください。 

   ②生活費を安価に抑えられ経済的な負担を軽減できる反面、多少の不便についてはご理解の上

お申し込みください。 

 

５．寮の生活は、生徒一人ひとりの自己指導力にまかせている部分もあります。２４時間監視、拘束

しているわけではありません。良識と節度ある行動をとる必要があります。 

 

 



６．寮は生徒たちの就学の手助けをするところです。寮に任せきりにせず、保護者の皆様自ら積極的

に寮での生活態度を把握するよう努めてください。 

 

７．アレルギーや特異体質等を持っている生徒への特別な対応は一切できませんので、ご了承くださ

い。持病等ある場合も対応できない場合がありますので必ず報告してください。 

 

８．旧盆と年末年始は閉寮となります。期間中は実家へ帰省するか宿泊先を確保してください。 

 

９．本校学寮では、本校における過去の交通死亡事故や寮生活に車両の運転は不必要という理由から、

「免許を取らない」、「免許を取らせない」、「車輌を運転させない」の３ない運動を行っており、

入寮から退寮まで運転免許の取得は禁止になっています。しかし、３年生は普通自動車運転免許

の取得が就職の条件になっている場合もあることから、夏休み以降から普通自動車運転免許に限

り届け出を受けて許可をしております。ただし、オートバイについては一切禁止です。違反をし

た場合は退寮になることもあります。 

 

 

以上の内容のひとつでも了承できない、または約束できない場合は入寮申し込みをご遠慮ください。 

 

ご不明な点がありましたら下記の番号までご連絡下さい。 

沖縄水産高等学校黒潮寮 098-995-7660 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



入寮申し込みについて 

 入寮を希望されるご家庭は、本校ホームページ（学校生活→黒潮寮）より次の書類をプリントアウ

トし、ご提出ください。不備不足、記入漏れ、期限内に到着できない場合は入寮できませんのでご注

意ください。 

 □① 入寮申込書（様式―黒潮寮 1） 

 □② 入寮誓約書（様式―黒潮寮 2） 

 □③ 寮費支払い誓約書（様式―黒潮寮 3） 

 □④ 寮費支払い誓約書の連帯保証人の住民票抄本 （入寮が決定後、入寮式までに提出） 

※ 別紙「入寮申込書類提出様式」を（角形 2 号封筒）に貼付し、住所、氏名、

受験番号を記載して①～③の書類を令和 7年 3月 24日（月）16:00（必着）まで

に「特定記録郵便」又は「簡易書留」で送付先（黒潮寮）へ郵送してください。 

※ ④に関しては、入寮決定後、入寮式までに提出してください。 

送付先：〒901-0305 沖縄県糸満市西崎一丁目 1番 1号 沖縄県立沖縄水産高等学校 黒潮寮 

 １．入寮を認められたご家庭は、入寮式に親権者の方と生徒本人同席の上、必ずご参加お願いしま

す。入寮式にどちらかでも参加頂けない場合や途中退席された場合は、入寮辞退の意思表示と

して入寮を取り消します。ご協力お願いします。 

入寮式は入学式後に黒潮寮食堂にて 16:30から行います 

 ２． 入寮決定の連絡後、令和 7年 3月 28日(金)までに別紙納付書4月分で指定口座へ、入寮当初

月額￥48,000（寮費月額￥43,000＋施設管理費 ￥5,000）を納付するようお願いいたします。

その後は毎月10日までに納付書にて月額寮費￥43,000を納めて頂くことになります。 

※ 現在、寮費値上げを検討しております。承認された際には 4月からの適用になります。 

各様式の記入上の注意 

（１）入寮申込書 

・入寮希望生徒の住所は現在の住民票の住所でお願いします。 

・保証人は「寮費支払い誓約書（様式―黒潮寮3）」の連帯保証人と同じでも違っても構いません。 

・電話番号はもれなくご記入ください。緊急時の連絡に必要です。 

・縦3.5cm×横3.0cm程度の顔写真を2枚、忘れず提出してください。 

（一枚は入寮申込書に貼り、一枚は封筒に入れてください） 

（２）入寮誓約書 

・保護者欄、保証人欄ともに「本人との続柄」は生徒本人からの続柄をご記入ください。 

・保証人は学校において予防すべき伝染病（インフルエンザ等）になった場合や問題行動等で一時

退寮になった場合など、宿泊させるなどの対応が出来る本島在住の方をお願いします。 

・保証人は「寮費支払い誓約書（様式―黒潮寮3）」の連帯保証人と同じでも違っても構いません。 

（３）寮費支払い誓約書 

・連帯保証人について 

 ア．連帯保証人は寮費未納の場合、保護者に通告無しに未納分の寮費の支払い義務を負うことにな

ります。 

 イ．連帯保証人は生徒及び保護者と家計を別にしている成人の方で、債務弁済能力をお持ちの方に

お願いします。 

 ウ．連帯保証人の記載のない場合は入寮申込みの受付ができません。 

（４）寮費支払い誓約書の連帯保証人の抄本 

・寮費支払い誓約書（様式―黒潮寮3）の連帯保証人の住民票です。 

・住民票は抄本（ご本人のもののみ）で結構です。謄本（世帯全員分）ではありません。 



（参照１）入寮優先順位 

１．沖縄県内離島 

２．沖縄本島北部地域（恩納村、金武以北） 

３．沖縄本島中部地区（浦添、西原以北） 

４．沖縄本島南部地区（公共の交通機関で通学に１時間以上かかる場所） 

５．他都道府県 

※基本的に、公共の交通機関で通学に１時間以内の場所からは入寮できません。 

 特殊な事情があれば申し出て下さい。 

 

 

（参照２）退寮となる問題行動（寮内外を問いません） 

 

１．飲酒〔酒・酒ビン所持（空き瓶・空き缶も含め）を含む〕 

未成年として当然、あってはならない事です。即時退寮となります。 

 

２．喫煙〔タバコ・ライター・マッチ等の所持（空き箱、空ライター、電子タバコも含め）を含む〕 

飲酒同様、即時退寮です。 

 

３．窃盗 

窃盗が発覚した場合、寮の風紀を乱す行為として即時退寮とします。 

 

４．いじめ行為 

如何なる体罰もかたく禁じ、違反した場合は即時退寮です。 

 

５．賭博行為 

トランプ、花札等、金銭を賭けることは禁止です。違反した場合は即時退寮です。 

 

６．男子が女子棟に入る、女子が男子棟に入る。 

手引きをした者も同様に即退寮です。なお、寮以外の者を寮に入れた場合も同様の処分となります。 

 

７．寮費を滞納した者 

三ヵ月間寮費を滞納すると退寮です。また、入寮期間の寮費は必ず納入しなければなりません。 

 

８．その他、以下の様な寮の秩序を乱す行為も退寮となります。 

・清掃活動等指導に従わない 

・外出外泊の違反 

※外泊は保護者からの申し出がなければできません。携帯電話で舎監が確認します。 

・同室者への迷惑行為等 

・本校懲戒規定に抵触する行為 

・無届けで運転免許を取得する行為（教習所通いを含む） 

・運転免許取得の許可を受け取得した後、運転規則違反行為を行った場合 

 

９．その他、沖縄水産高等学校生徒としてふさわしくない行為をとった場合。 


